
去る、3 月 28 日（金）苑庭にて、 
「花見茶屋」を行いました。 
満開に咲き誇った桜の下で 
 私達は詩人に…？ 

大
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肥
後
赤
牛
の
ラ
ン
プ
ス
テ
ー

キ
・
菊
地
の
り
ん
ど
う
ポ
ー
ク
味

噌
カ
ツ
・
益
城
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
高

菜
飯
等
、
皆
さ
ん
大
満
足
の
ラ
ン

チ
タ
イ
ム
と
な
り
ま
し
た
。 

食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
を
楽
し
ん

だ
一
行
は
、
目
的
地
で
あ
る
植
木

市
会
場
へ
と
移
動
し
ま
し
た
。 

到
着
す
る
と
、
そ
こ
は
日
本
最

大
級
の
規
模
を
誇
る
早
春
の
最

大
行
事
と
あ
り
、
会
場
は
県
内
外

か
ら
の
お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

展
示
ス
ペ
ー
ス
は
、
や
さ
し

い
春
の
香
り
の
草
花
や
、
見
事

な
枝
ぶ
り
の
雄
大
な
樹
木
等
で

見
応
え
十
分
で
し
た
。 

 

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
行

わ
れ
て
い
た
「
寅
さ
ん
そ
っ
く

り
シ
ョ
ー
」
と
「
バ
ナ
ナ
の
た

た
き
売
り
」
は
大
盛
況
で
、
バ

ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
の
独
特
の

口
上
に
誘
わ
れ
て
、
多
く
の
お

客
さ
ん
が
、
次
々
に
購
入
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
バ
ス
ハ
イ
ク
は
緑
の

草
花
に
癒
さ
れ
、
春
の
香
り
を

感
じ
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
と
、

お
土
産
を
手
に
、
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ホ
テ
ル
エ
ミ
ナ
ー
ス
職
員
の

皆
様
、
暖
か
い
お
も
て
な
し
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

《 発 行 所 》 
軽 費 老 人 ホ ー ム 
す ず ら ん 苑 
〒８６６－0073  
八 代 市 本 野 町 
２ ０ ７ ６ 番 地 
℡0965-33-3813 

☆樋口敏夫さん 

☆濱田モモエさん 

☆西本トシエさん ☆頼藤隆弘さん 

☆井上シズさん 

 

 

寒
さ
も
ゆ
る
み
、
日
ご
と
に
暖
か
さ
が
増
し
た
三
月
五
日
、
熊

本
市
戸
島
町
で
開
催
中
の
『
く
ま
も
と
春
の
植
木
市
』
へ
出
か
け

ま
し
た
。 

 

ま
ず
一
行
が
最
初
に
向
か
っ
た
の
は
昼
食
処
で
あ
る
「
阿
蘇
熊

本
空
港
ホ
テ
ル 

エ
ミ
ナ
ー
ス
」
で
す
。
阿
蘇
外
輪
山
を
展
望
で

き
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で
「
よ
か
眺
め
ね
ぇ
～
」
と
、
期
待
以
上
の
景

色
に
感
動
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
運
ば
れ
た
ラ
ン
チ
「
肥
後
づ
く
し
」
は
、

地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
逸
品
で
し
た
。 

☆朝木ハツエさん 



◇
開
苑
記
念
日 

 
 

 
 

 
 

 

一
日 

◇
お
楽
し
み
会 

 
 

 
 

 
 

 

二
日 

◇
民
謡
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

 
 

 

七
日 

◇
身
長
・
体
重
測
定 

 
 

 
 

 

八
日 

◇
一
日
喫
茶 

 
 

 
 

 
 

 
 

八
日 

◇
春
の
健
康
診
断 

 
 

 
 

 
 

九
日 

◇
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

 

十
日 

◇
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
（
ナ
フ
コ
） 

十
五
日 

◇
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン 

 

十
六
日 

◇
民
謡
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

 

二
十
一
日 

◇
書
道
ク
ラ
ブ 

 
 

 
 

 

二
十
二
日 

◇
書
道
ク
ラ
ブ
（
自
主
練
習
） 

二
十
三
日 

◇
誕
生
会 

 
 

 
 

 
 

 

二
十
三
日 

◇
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ 

 
 

 

二
十
四
日 

◇
消
防
訓
練 

 
 

 
 

 
 

 

三
十
日 

 

 

 

 

   

  

 

  

  

 

 

    

 

    

    

 

   

  

    

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

利用者の平均年齢・年代別内訳   平成 26 年４月 1 日現在 

男性利用者 15 名 男性平均年齢７９歳 男性最高齢者９0 歳 

女性利用者 35 名 女性平均年齢８8 歳 女性最高齢者９9 歳 

  90歳代 男性   1名 女性 １5名 

  80歳代 男性  8名 女性 １5名 

  70歳代 男性  5名 女性  5名 

  60歳代 男性  1名 女性  0名 

《すずらん号の運行について》 

◇通院や買い物など、八代市内に用事の 

ある方々のために、市内巡回バスを 

１日３回運行しております。 

〈運行時間〉 ９：１５ 【嘱託医】 

        ９：３０ 【市 内】 

       １３：３０ 【市 内】 

（土曜、日曜、祝日は運休いたしま

す。） 

 

◇当苑の見学を希望される方々へ 

 お電話下さいますと、送迎いたしま

す。 

 お気軽にお問い合わせください。 

Tel ０９６５－３３－３８１３ 

       

〒８６６-００７３ 

八代市本野町２０７６番地 

開苑年月日：平成元年４月１日 

入所定員：５０名（夫婦部屋２・個室４６） 

鉄筋コンクリート造２階建３棟 

☎ （0965）33-3813 
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     利用できる方は…？  

◇60 歳以上の方。ご夫婦で入居の場合は、片方が

60 歳以上であれば可。 

◇一人暮らしで、今後の生活が不安に思われる方や、

家庭の事情等により家族との同居が困難な方。 

◇ある程度、自分で日常生活のできる方。 

（介護保険の利用も可能です。） 

◇利用料を納めることができる方。 

◇集団生活の基本的ルールを守れる方。 

◇身元保証人がおられる方。 

 

 気軽に見学に 

おいでませ～ 

 

《 理 念 》 

『慈善、博愛の事業』を旨とし、地域と利用者に信頼され愛される施設として、その

役割を自覚し心から敬愛精神に基づいて、高齢者福祉の発展に寄与します。 

《運営方針》 

一、 心のこもったサービスを提供します。 

一、 個人の尊厳を尊重します。 

一、 きれいな施設環境を維持します。 


